
三
月
十
六
日
、
あ
ぶ
く
ま
高
原
道

路
雁
股
田
地
内
で
、「
ど
ん
ぐ
り
ー
ん

作
戦
」
記
念
植
樹
祭
が
、
飯
豊
小
学

校
緑
の
少
年
団
、
小
野
新
町
小
学
校

雁
股
田
分
校
児
童
、
こ
ま
ち
み
ど
り

愛
護
会
の
ご
協
力
の
も
と
に
行
わ
れ

ま
し
た
。

春
山
町
長
の
御
礼
の
言
葉
の
あ
と
、

あ
ぶ
く
ま
高
原
自
動
車
道
建
設
事
務

所
長
よ
り
あ
い
さ
つ
並
び
に
記
念
品
・

感
謝
状
贈
呈
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

参
加
者
を
代
表
し
飯
豊
小
学
校
六

年
二
瓶
知
美
さ
ん
、
雁
股
田
分
校
三

年
鈴
木
直
哉
君
・
同
鈴
木
奎
志（
け
い

じ
）
君
ら
が
、「
あ
ぶ
く
ま
高
原
道
路

を
緑
あ
ふ
れ
る
道
に
育
て
て
行
き
た

い
。」と
抱
負
を
述
べ
、
こ
の
あ
と
、

参
加
者
で
、
記
念
植
樹
の
名
板
を
立

て
ま
し
た
。

開
通
間
も
な
い
あ
ぶ
く
ま
高
原
道

路
で
す
が
、
こ
う
し
た
地
域
の
ご
協

力
に
よ
り
、
す
ば
ら
し
い
道
路
と
な

る
よ
う
、
今
後
と
も
ご
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

あ
ぶ
く
ま
高
原
道
路
に
自
然
の

森
を
よ
み
が
え
ら
せ
る
目
的
で
、

二
年
前
の
秋
に
平
田
村
、小
野
町
、

郡
山
市
の
芳
山
小
学
校
の
み
な
さ

ん
が
ク
ヌ
ギ
や
ナ
ラ
な
ど
の
実（
ど

ん
ぐ
り
）を
ひ
ろ
い
、苗
木
を
育
て

た
も
の
。
高
さ
三
十
セ
ン
チ
ほ
ど

と
な
り
、今
回
植
樹
さ
れ
ま
し
た
。

「
ど
ん
ぐ
り
ー
ん
作
戦
」

三
月
七
日
、
小
野
町
役
場
に
お
い

て
、
あ
ぶ
く
ま
高
原
道
路
を
対
象
と

し
た
「
う
つ
く
し
ま
の
道
・
サ
ポ
ー

ト
制
度
」の
調
印
式
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
サ
ポ
ー
ト
制
度
は
、
地
元
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
団
体
、
町
、
県

の
三
者
協
働
に
よ
り
、
道

路
の
清
掃
や
美
化
活
動
を

行
い
、
地
域
に
ふ
さ
わ
し

い
道
づ
く
り
を
進
め
る
も

の
で
す
。

あ
ぶ
く
ま
高
原
自
動
車

道
建
設
事
務
所
長
の
仲
介

に
よ
り
、
美
し
い
景
観
づ

く
り
に
取
り
組
ん
で
い
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
、
こ

ま
ち
み
ど
り
愛
護
会
（
阿

部
君
江
会
長
）、菖
蒲
谷
行

政
区（
宗
像
一
区
長
）、町
、

三
春
土
木
事
務
所
及
び
あ

ぶ
く
ま
高
原
自
動
車
道
建

設
事
務
所
の
四
者
で
調
印

し
ま
し
た
。

こ
ま
ち
み
ど
り
愛
護
会

は
小
野
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン

ジ
内
、
菖
蒲
谷
行
政
区
は

菖
蒲
谷
橋
周
辺
を
対
象
に
花
木
の
手

入
れ
・
草
取
り
・
ゴ
ミ
拾
い
を
行
い
、

町
は
ゴ
ミ
の
回
収
処
理
、
三
春
土
木

事
務
所
は
作
業
用
具
や
花
苗
の
支
給
、

あ
ぶ
く
ま
高
原
自
動
車
道
建
設
事
務

所
は
Ｐ
Ｒ
看
板
設
置
な
ど
を
行
い
ま

す
。調

印
式
に
は
、
関
係
者
約
二
十
名

が
出
席
し
、
あ
ぶ
く
ま
高
原
自
動
車

道
建
設
事
務
所
長
の
あ
い
さ
つ
の
あ

と
、
各
代
表
が
合
意
書
に
調
印
し
、

阿
部
会
長
、
宗
像
行
政
区
長
、
三
春

土
木
事
務
所
長
、
春
山
町
長
か
ら
そ

れ
ぞ
れ
あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。

今
後
、
民
と
官
が
一
体
と
な
っ
た

私
は
、
初
心
を
謙
虚
な
心
で
「
歩

く
」「
見
る
」「
聞
く
」
を
基
本
に
、

町
民
の
皆
さ
ん
と
の
対
話
を
重
視
し
、

町
政
に
反
映
し
て
、「
元
気
の
で
る
町

づ
く
り
」を
め
ざ
し
て
努
力
し
ま
す
。

環
境
整
備
を
行
い
ま
す
の
で
、
み
な

さ
ん
ご
協
力
く
だ
さ
い
。


